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本報告書は、平成15年度に当研究所において実施した「イスラム過激派のテロとそれへの対

応」の研究成果を取りまとめたものです。 

 

2001年の9.11事件以降、テロに関わる状況や認識は大きく変化しました。オサマ・ビンラー

ディンを中心とするアルカーイダが引き起こしたとされるテロ事件は、中東、東南アジア、中央

アジア、アフリカ、欧州の世界各地に拡散し、それは国際社会全体にとって大きな脅威となって

います。 

本研究の目的はこのアルカーイダについて、その背景、思想、実態および各国や国際社会

の対策などから分析し、現在のイスラム過激派に関わる状況や今後の対応を考察することにあり

ます。アルカーイダ関連のテロ事件には、各方面からの分析が続けられ、各国や国際社会の対

応・対策が進められています。しかし、その評価は様々であり、全体像の正確な把握には未だ

至っていません。それゆえ、アルカーイダまたはイスラム過激派に関する調査研究には多大な

困難が伴ないますが、少なくとも現時点におけるアルカーイダとそれへの対策に関わる総合的な

情報を、本報告書にて網羅的にまとめる作業を試みました。 

 

ここに表明されている見解は、すべて執筆者個人のものであって、当研究所ならびに各執筆

者が所属する団体や機関の意見を代表するものではありませんが、本報告書の内容が、我が国

におけるイスラム過激派の研究の質的向上に資することを期待します。 

 
最後に、本研究に終始積極的に取り組まれ、本報告書の作成にご尽力いただいた各執筆者

並びにその過程で御協力をいただいた関係各位に対し、改めて深甚なる謝意を表します。 
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